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熱中症の脅威

　　　中京女子大学・大学院

　　　教授　朝　山　正　己

北大シンポジウム「温度環境と人の生活」北大シンポジウム「温度環境と人の生活」



熱中症とは



熱中症
　　暑熱障害の総称

熱失神

熱痙攣

熱疲労

日射病（熱射病）



熱失神

循環血液量減少

脈圧の低下

心拍出量の低下

熱失神

体温上昇 運　動

皮膚血流昇増加 筋血流量の増加



熱けいれん

多量な発汗

水分と塩分の喪失

水分（真水）のみ摂取

血中の塩分濃度の低下

熱けいれん



熱疲憊（熱疲労）
多量な発汗

水分と塩分の欠乏

血液濃度（粘度）の上昇

O2や栄養素の供給不足

競技能力の低下

熱疲憊



熱射病

熱けいれん+熱疲憊+熱失神

高体温

熱射病（日射病）

熱射病は死の危険性のある
熱中症の親玉



熱中症の新分類

　Ⅰ度　（熱けいれん、熱失神）

　 Ⅱ度　（熱疲労）

　 Ⅲ度　（日射病）

（日本救急医学会）



学校でのスポーツ活動による死亡事故’02年）
（日本スポーツ振興センター）

突然死　　　　　　　 59.0％
　　　　　心臓系　　 40.0％
　　　　　脳血管系　 19.0％

頭部外傷　　　　　　 16.8％
熱中症　　　　　　　 2.1％



「無理と無知」で起こる熱中症

知って防ごう熱中症知って防ごう熱中症





熱中症予防対策



熱中症予防の8カ条
1．知って防ごう熱中症
2．あわてるな、されど急ごう救急処置
3．暑い時、無理な運動は事故のもと
4．急な暑さは要注意
5．失った水と塩分取り戻そう
6．体重で知ろう健康と汗の量
7．薄着ルックでさわやかに
8．体調不良は事故のもと



熱中症予防のための運動指針



主な「熱中症予防対策」の取り組み

1．文部科学省（日本体育・学校健康センター）
　「熱中症を予防しよう」（H15）

2．環境省
　「熱中症保健指導マニュアル」（H17）

3．（財）日本気象協会（熱中症予報情報）
　 （独）国立環境研究所(熱中症情報）

4．日本生気象学会
　「日常生活における熱中症予防指針」（H20）



「草津市熱中症の予防に関する条例」
（H17.7.1)の制定

「熱中症厳重警報」発令中



草津小学校

熱中症予防情報発令システム

WBGT
28℃

パソコン

パトライト

WBGT32℃

市民環境部
防犯防災対策室

熱中症
厳重警報
発令中

草津市

草津市役所

携帯電話
メールで通知

WBGT表示
28℃以上

草津市

熱中症指標計

熱中症情報登録者



中京女子大学熱中症予報システム



増加する熱中症



1．地球温暖化

2．日本人口の高齢化

3．暑熱適応能力の低下

増加が予想される熱中症事故



年齢階級別、性別熱中症死亡数（1968年から1995年の累積）
（中井、日生気誌30:171,1993に資料追加）



提供：国立環境研究所　小野雅司氏

年齢階級別・日最高WBGT温度別熱中症死亡率



1．加齢により生理機能は低下する

2．しかし、その低下の程度は生理機能ごとで異なる

3．熱ストレスで体温が上昇し易い

　　イ　発汗能の低下

　　ロ　皮膚血管反応の低下

　　ハ　温度感受性の低下

高齢者の体温調節機能



熱中症発生の個体因子

無理な運動

発熱

肥満

暑熱馴化

睡眠不足

体調不良

水分摂取の不足

高齢者

熱中症の既往歴

Richard, D. et al 演者改変
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学校管理下熱中症死亡事故の地域別発生率
　　　　　　　　　　　　　（1975年～90年：90例）

提供：川原貴氏



主な体温調節器官

視床下部

汗腺
皮膚毛細血管

体調不良は事故のもと

　（「8カ条」の⑧）

自律神経



熱中症の脅威



提供：気象業務支援センター　村山貢司氏）

図1-10　東京における熱帯夜の日数（年間）

日本の真夏日日数の変化



出典：国立環境研究所/東大気候システムセンター/海洋研究開発機構

日本の真夏日日数の変化



’03年8月のヨーロッパ「熱波」
フランス　　・8月の日中の最高気温の平均24℃

　　　　　　・ ’03年8月は最高気温35℃以上が連続10日

熱波による犠牲者の数

　　フランス　　　　　　　約15,000人

　　イタリア　　　　　　　約8,000人（政府発表）

　　　　　　　　　　　　　約12,000人（NGO)

　　スペイン　　　　　　　約1,000人

　　3ヵ国合計　　　 　　　約28,000人

　　地中海沿岸8ヵ国合計　 約35,000人



世界各都市の熱波による死者数

データ：東京大学/国立環境研究所/海洋研究開発機構

解　析：ラリー・カルクスタイン博士


